
視察 (研修)報告書
令和 4`年110月 24 日

府中市議会議長 様

会派名又は 無所属
議 員 名 藤本秀範

日 日寺 令和 4年 10月

令和 4年 10月

19 日(水 )

21 日 (金 )

研   修   先 全国市町村国際文化研修所 (ЛAM)

研 修 コ ー ス 令和 4年度市町村議会議員研修 (3日 間コース)

研 修 タ イ トル 地方財政制度の基本と自治体財政について

参   力日  者 藤本秀範

研 修 内 容 【研修目的】地方財政制度の基本と仕組み/自 治体財政の現状

と課題について学び市政に反映させるため。

【研修詳細】①伯者町の財政運営と財政健全化 (鳥取県伯者町

森安町長)②地方財政制度の基本 (総務省地方財政審議会小西

会長)③財政健全化における川西市の取組 (兵庫県川西市松本

副市長)

所 感 。今回の研修で、地方財政制度の基本と自治体財政運営におけ

る議会議員の役割について認識できた。とくに地方財政審議会

の小西会長の講義では、予算に対する国 (総務省)か らの目線

と地方における財政当局との捉え方の違いについて学んだ。ポ

イン トは自治体財政として歳入計画から歳出予算の立案が基

本。国からは歳出予算の積み上げから歳入計画を立案すること

が基本的な考え方。その軸となるのが普通地方交付税であり臨

財債と調整の認識。また、自治体決算のポイン トとしては、ま

ず公債比率と将来負担比率について指標をもとに動向と傾向

から考察するポイン トを学び、経常収支比率の慣例的な比率の

根拠を学ぶことができた。過去の指標から外部環境 (人 口動態、

建設需要)の変遷により前例を踏襲 した自治体財政の捉え方で

はなく現状を総括 した歳入と歳出バランスを踏まえた理解度

の高い研修であった。こんごの活動に反映させたい。
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